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○有明海沿岸や六角川沿いにおいては塩水化が見られることから 今年度は 白石地区における地下水の塩水

塩水化が見られる地域 

○有明海沿岸や六角川沿いにおいては塩水化が見られることから、今年度は、白石地区における地下水の塩水
   化・水質変化調査を行っている。 
 
○塩水化については、有明海沿岸部や六角川沿いにみられるが、全体的な進行程度については､塩水化の指標 

である電気伝導度（EC25）や塩素イオン（cl ）濃度にあまり大きな変化は認められない     である電気伝導度（EC25）や塩素イオン（cl‐）濃度にあまり大きな変化は認められない。 
 
○来年度は佐賀地区の塩水化・水質変化調査を予定している。 

佐賀県フルプランエリア工業出荷額と工業用水道取水量について 

○ 現計画では 工業用水の水源配分に際し 地盤沈下対策の観点から地下水利用を抑制する方針とし 過去10年

佐賀県水資源対策課作成 

○ 現計画では、工業用水の水源配分に際し、地盤沈下対策の観点から地下水利用を抑制する方針とし、過去10年 
       間の実績データから業種毎の出荷額について伸びを推計して算出して、これに推計した業種毎の使用水量の原 
       単位から工業用水道取水量を推計。 
○ 原単位では３業種の中で加工組立が 一番小さく、基礎資材、生活関連の順で大きくなる。 
○ 出荷額全体としては推計に近い値とな ており ３業種では加工組立が予想以上に伸びているが 原単位が小さ○ 出荷額全体としては推計に近い値となっており、３業種では加工組立が予想以上に伸びているが、原単位が小さ
        いため、取水量の実績はあま り伸びていない状況。 


